
◆特定商工業者法定台帳のご提出と負担金納入のお願い◆

負担金納入のお願い

　昭和28年10月に施行された商工会議所法に基づき、４月１日現在、

６ヶ月以上、地区内に営業所等を有する商工業者の方で次のいづれか

の事項に該当する方が対象となります。

　①地区内の営業所等で、常時使用する従業員が20人

　　（商業・サービス業に属する事業を営まれている方の場合は５人）以上である方

　②資本金額又は払込済出資総額が300万円以上の方

　
　これらの方々は、「商工会議所法」によって、事業の内容を法定台帳にて商工会議所に登録していただく

ことになっています。ご登録いただいた内容を台帳として整備し、商工会議所に寄せられる商取引の照会

や斡旋などの基礎資料として運用いたします。

　法定台帳は、法令で作成するように定められたものであり、法定台帳に関しての所要経費は、毎年

特定商工業者の方々にご負担いただいております。今年度の負担金は、4,000円（消費税課税対象外）

です。

■ 問合せ　総務課 ■

特定商工業者とは…

　当所では、茨城県立日立工業高等学校で実施する「日

立地区デュアルシステム」事業を支援しています。　

デュアルシステムは希望生徒が週に1日、企業で実習

を行うもので、平成16年に全国15地域の１地域とし

て指定を受け始まった人材育成事業です。

◇受入期間：令和２年５月～翌年２月

　　　　　　週１日終日、計28日程度

◇対象業種：製造業、ソフトウェアなど

　　　　　　関連業種

◇人　　数：１～３名（１事業所）

◇申込締切：11月28日（木）

◇申込・問合せ：日立工業高校（担当：安）、

　　　　　　　　当所会員サービス並びに工業課

不明な点、疑問な点があればお問い合わせください。

今年度は15名の生徒が受入事業所９社で実習を行っています。

○茨城県立日立工業高等学校の2年生希望生徒20名程度が
　対象
○受入協力企業に対して、指導・監督等の費用の一部とし
　て協力金を支給します。
○参加生徒は、保険（傷害、賠償責任）に加入し、交通費
　及び昼食は、参加生徒が負担します。
○プログラムは、受入企業での作成をお願いいたします。

デュアルシステム受入事業所を募集デュアルシステム受入事業所を募集
地域人材育成事業

▶▶ ▶▶
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　ま
さ
か
自
分
に
リ
レ
ー
随
想

が
回
っ
て
く
る
事
に
驚
き
を
感

じ
な
が
ら
も
、
こ
ん
な
機
会
は

滅
多
に
無
い
だ
ろ
う
と
受
け
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　と
は
い
え
話
し
の
ネ
タ
は
仕

事
か
、
そ
れ
と
も
趣
味
か
で

少
々
悩
み
ま
し
た
。
例
え
ば
仕

事
の
話
し
を
こ
こ
で
書
く
と
し

た
ら
「
愛
車
の
自
主
点
検
を
お

勧
め
し
ま
す
。
オ
イ
ル
交
換
は

マ
メ
に
し
た
方
が
車
は
長
持
ち

し
ま
す
よ
。
ブ
レ
ー
キ
ラ
ン
プ

の
球
切
れ
も
…
」
と
、
世
間
一
般

の
口
煩
い
整
備
士
の
話
し
に

な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
今
回
は

趣
味
に
つ
い
て
書
き
ま
す
。

　自
分
の
趣
味
は
広
く
浅
い
た

め
か
、
飽
き
っ
ぽ
い
と
も
巷
で

噂
に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。
た
だ
し
、『
食
』
に
対
す

る
姿
勢
は
、
幼
少
の
こ
ろ
か
ら

親
に
調
教
（
食
に
不
自
由
な
く
）

さ
れ
て
き
た
の
で
、
少
し
だ
け

自
信
が
あ
り
ま
す
。

　以
前
の
自
分
は
ピ
ザ
と
い
え

ば
『
ピ
ザ
ー
◯
』
だ
、
と
洗
脳
さ

れ
て
い
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。

今
な
ら
こ
の
『
ピ
◯
ー
ラ
』
は
、

具
だ
く
さ
ん
の
ア
メ
リ
カ
ン
ピ

ザ
だ
と
断
言
で
き
ま
す
が
、
そ

れ
を
知
っ
た
の
は
、
と
あ
る
沖

縄
居
酒
屋
の
マ
ス
タ
ー
と
サ
シ

で
深
酒
し
午
前
様
ま
で
呑
ん
で

い
た
と
き
で
し
た
。
マ
ス
タ
ー

の
前
職
と
い
う
の
が
ピ
ザ
職
人

で
「
ピ
ザ
窯
で
焼
い
た
ピ
ッ
ツ

ア
は
美
味
し
い
よ
」
と
言
い
、

「
ピ
ザ
窯
に
は
屋
根
が
な
い
と

駄
目
だ
よ
な
。
そ
も
そ
も
ピ
ザ

窯
は
ピ
ッ
ツ
ア
を
作
る
上
で
、

本
場
ナ
ポ
リ
に
在
る
よ
う
な

ド
ー
ム
窯
で
な
く
て
は
な
ら
な

い
」と
、い
う
縛
り
付
き
。

　そ
れ
を
確
か
め
た
い
。
美
味

し
い
ピ
ッ
ツ
ア
を
本
場
イ
タ
リ

ア
式
で
焼
い
て
み
た
い
、
と
い

う
思
い
に
か
ら
れ
て
し
ま
っ
た

自
分
。
親
父
に
相
談
し
た
ら
、

「
作
っ
て
も
い
が
っ
ぺ
」
と
の
快

諾
が
あ
っ
た
の
で
、
即
、（
株
）
◯

森
の
森
先
輩
に
東
屋
を
発
注
。

本
場
の
ピ
ザ
窯
は
敷
居
が
高
い

の
で
、
ネ
ッ
ト
で
調
べ
ピ
ザ
窯

キ
ッ
ト
も
発
注
。
呑
み
友
だ
ち

で
富
山
県
民
の
外
構
屋
さ
ん
に

頼
ん
で
、
キ
ッ
ト
の
『
な
ん

ち
ゃ
っ
て
ピ
ザ
窯
』
を
本
格
ピ

ザ
窯
に
整
形
。
…
と
、
事
は
ト
ン

ト
ン
拍
子
に
運
ん
で
い
き
ま
し

た
。（
こ
こ
ま
で
が
エ
ピ
ソ
ー

ド
）　初

め
て
の
ピ
ザ
焼
き
は
忘
れ

も
し
な
い
2
0
1
7
年
10
月
24

日
に
、
マ
ス
タ
ー
を
講
師
に
少

人
数
で
の
ピ
ザ
教
室
を
開
催
。

生
地
の
作
り
方
か
ら
、
ピ
ザ
窯

へ
投
入
す
る
ピ
ザ
パ
ド
ル
や
ピ

ザ
ピ
ー
ル
の
使
い
方
を
教
わ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後

も
暇
を
作
っ
て
は
ピ
ザ
焼
き
に

挑
戦
。
し
か
し
、
正
月
早
々
ピ
ザ

生
地
の
配
合
を
間
違
え
て
、
塩

辛
い
ピ
ッ
ツ
ア
を
マ
ス
タ
ー
や

某
菓
子
匠
の
◯
志
先
輩
に
食
べ

さ
せ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
失
敗

も
あ
り
ま
し
た
。（
今
と
な
っ
て

は
良
い
思
い
出
で
す
ね
。）

　「
ピ
ッ
ツ
ア
は
小
麦
粉
・
水
・

酵
母
・
食
塩
・
情
熱
で
出
来
て
い

る
」
と
、
と
あ
る
本
場
の
ピ
ザ
職

人
が
書
い
た
本
に
載
っ
て
い
ま

し
た
。
ピ
ザ
は
奥
深
い
。
つ
ま
り

食
は
奥
が
深
い
。「
飲
食
店
で
は
、

日
々
試
行
錯
誤
を
し
て
い
る
の

だ
ろ
う
な
」
と
、
異
業
種
の
人
々

に
思
い
を
馳
せ
る
自
分
。
ひ
た

す
ら
生
地
を
捏
ね
て
い
る
と
感

情
移
入
し
、
や
さ
し
い
気
分
に

な
っ
た
り
す
る
の
で
す
。

　生
地
を
伸
ば
す
の
に
は
コ
ツ

が
あ
っ
て
、
う
ち
粉
を
ふ
る
っ

て
生
地
玉
の
中
心
を
掌
の
底
で

潰
し
、
生
地
内
部
の
空
気
を
抜

き
、
そ
れ
を
利
き
手
に
乗
せ
回

し
遠
心
力
で
薄
く
円
形
に
伸
ば

し
ま
す
。
こ
の
手
法
を
知
る
前

は
め
ん
棒
で
伸
ば
し
て
い
ま
し

た
。（
そ
れ
は
ロ
ー
マ
式
、
ア
メ

リ
カ
式
な
の
だ
と
か
。
決
し
て

ア
メ
リ
カ
ン
ピ
ザ
が
駄
目
だ
と

は
思
い
ま
せ
ん
が〈
笑
〉）

　以
上
が
自
分
の
ピ
ッ
ツ
ア
の

基
礎
知
識
。
最
近
と
あ
る
団
体

で
催
し
た
ピ
ザ
会
を
経
験
し
て
、

ソ
ー
ス
や
具
材
は
相
性
が
合
え

ば
何
で
も
良
い
の
だ
と
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
家
庭
用

オ
ー
ブ
ン
で
楽
し
む
ピ
ザ
は
5

〜
7
分
で
焼
け
る
と
こ
ろ
を
、

ピ
ザ
窯
の
4
0
0
℃
の
中
だ
と

…
な
ん
と
１
分
で
フ
レ
ッ
シ
ュ

に
焼
け
る
ん
で
す
よ
！

　そ
ん
な
、
自
分
が
ピ
ザ
焼
き

で
学
ん
だ
こ
と
を
基
に
、
行
く

行
く
は
子
供
た
ち
に
楽
し
く
実

践
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
の
食
育

と
か
、
知
り
合
い
が
主
宰
す
る

「
こ
ど
も
食
堂
」
の
子
ど
も
た
ち

と
、
一
緒
に
ピ
ザ
を
食
べ
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
な
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ピ
ザ
窯
仲
間
や
ピ
ッ
ツ

ア
を
批
評
し
て
く
れ
る
仲
間
と

共
に
、
趣
味
で
あ
っ
て
も
公
に

自
信
作
が
出
せ
る
よ
う
、
日
々

精
進
し
て
い
き
ま
す
。

後
書
き

:

ア
メ
リ
カ
は
ピ
ザ
、

イ
タ
リ
ア
は
ピ
ッ
ツ
ア
と
言
う

そ
う
で
す
。夢
を
形
に
…

有
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焼
い
て
み
た
』
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『徹底した安全教育とヒューマンパワー』

　昭
和
30
年
に
株
式
会
社
日
立

製
作
所
日
立
工
場
構
内
で
の
工

作
機
械
の
据
付
や
解
体
作
業
を

行
う『
湯
浅
組
』を
創
業
。
昭
和
36

年
に
貨
物
運
送
事
業
の
認
可
を
受

け
、
昭
和
40
年
に「
湯
浅
運
輸
株

式
会
社
」と
し
て
現
在
ま
で
地
元

企
業
の
運
搬
作
業
を
さ
さ
え
て

い
ま
す
。
創
業
者
の
逝
去
に
よ
り
、

平
成
５
年
に
湯
浅
隆
さ
ん（
68
歳
）

が
２
代
目
に
就
任
し
、
次
男
の

湯
浅
昇
さ
ん（
50
歳
）が
専
務
と
し

て
現
在
に
至
り
ま
す
。

　運
搬
業
務
は
安
全
に
製
品
を

運
ぶ
だ
け
で
は
な
く
、
取
引
を

し
て
い
る
大
切
な
お
客
様
の
輸

送
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
た
め
、

品
質
保
証
に
よ
る
高
い
輸
送
技

術
で
大
切
な
商
品
を
、
安
全
か

つ
迅
速
・
確
実
に
輸
送
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
現
在
の
ド
ラ

イ
バ
ー
は
40
％
が
未
経
験
者
。
そ

の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
一
人
前
に
成

長
し
た
後
、
次
の
未
経
験
者
を

育
て
る
雰
囲
気
も
大
事
に
し
て

い
ま
す
。

　今
後
の
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
を

見
越
し
、「
ド
ラ
イ
バ
ー
未
経
験

者
の
積
極
的
採
用
」、
会
社
負
担

で
の「
免
許
資
格
取
得
支
援
制
度
」、

デ
ジ
タ
コ
義
務
化
以
前
よ
り
安

全
配
慮
に
向
け「
全
車
両
デ
ジ
タ

コ
設
置
」等
、
あ
ら
ゆ
る
事
に
対

応
し
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
で
進
化

を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。

女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
採
用

 

業
界
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
も

　そ
ん
な
中
、
２
年
前
に
社
屋

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
事
務
所
内

の
運
行
予
定
表
を
大
型
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
で
表
示
し
、
ド

ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て
も
先
の
予

定
が
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
す

る
な
ど
、
会
社
の
財
産
で
あ
る

ド
ラ
イ
バ
ー
の
働
き
や
す
い
環

境
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

　ド
ラ
イ
バ
ー
の
資
質
向
上
の

た
め
の
環
境
づ
く
り
に
力
を
入

れ
る
と
、
気
概
を
持
っ
た
20
代

の
女
性
が
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て

入
社
。
そ
れ
ま
で
男
性
し
か
い

な
い
先
輩
指
導
の
下
、
今
で
は

好
き
な
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
務
し
活

き
活
き
と
日
本
全
国
を
運
行
し

て
い
ま
す
。
現
在
は
、
も
う
一

人
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
が
増
え「
女

性
や
未
経
験
者
で
も
働
き
や
す

い
会
社
」と
し
て
、
物
流
業
界
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
も
努
め
て

い
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
大
切
な
お
客
様

の
製
品
と
、
我
が
社
の
財
産
で

あ
る
従
業
員
の「
笑
顔
」の
追
求
に

努
め
て
い
き
ま
す
。
と
話
す
昇

さ
ん
で
し
た
。

ひとこと日立自慢 か
い
ぎ
し
ょ
☆
往
復
書
簡

　色々な方法が考えられますが、当所でも事業承継セミナーを開催して
ますので、参考にしてはいかがでしょうか。お気軽にご相談ください。

　実は社長も私も娘しかいません。女性でも継ぎたいと思ってもらえ
るような会社にできればいいのですが、事業継承を真剣に考えると寝
られなくなります。

商工会議所より

商工会議所さんへ

未来予想図

　平成7年より運送事業に霊柩自動車を加え、
葬祭事業部の『神峰祭典』も運営しています。
物流事業も今まで通り続きます。今後、順次
施行される働き方改革の状況によって、これ
までの運行時間や配送方法などに抜本的な改
革が必要になるため、5年間の猶予の中で業
界の変化を予想しなければなりません。

　御岩神社や泉神社。
泉神社の月2回の参
拝はかかしません。

湯浅運輸株式会社
専務取締役  湯浅　昇さん
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後
、
次
の
未
経
験
者
を

育
て
る
雰
囲
気
も
大
事
に
し
て

い
ま
す
。

　今
後
の
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
を

見
越
し
、「
ド
ラ
イ
バ
ー
未
経
験

者
の
積
極
的
採
用
」、
会
社
負
担

で
の「
免
許
資
格
取
得
支
援
制
度
」、

デ
ジ
タ
コ
義
務
化
以
前
よ
り
安

全
配
慮
に
向
け「
全
車
両
デ
ジ
タ

コ
設
置
」等
、
あ
ら
ゆ
る
事
に
対

応
し
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
で
進
化

を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。

女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
採
用

 
業
界
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
も

　そ
ん
な
中
、
２
年
前
に
社
屋

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
事
務
所
内

の
運
行
予
定
表
を
大
型
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
で
表
示
し
、
ド

ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て
も
先
の
予

定
が
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
す

る
な
ど
、
会
社
の
財
産
で
あ
る

ド
ラ
イ
バ
ー
の
働
き
や
す
い
環

境
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

　ド
ラ
イ
バ
ー
の
資
質
向
上
の

た
め
の
環
境
づ
く
り
に
力
を
入

れ
る
と
、
気
概
を
持
っ
た
20
代

の
女
性
が
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て

入
社
。
そ
れ
ま
で
男
性
し
か
い

な
い
先
輩
指
導
の
下
、
今
で
は

好
き
な
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
務
し
活

き
活
き
と
日
本
全
国
を
運
行
し

て
い
ま
す
。
現
在
は
、
も
う
一

人
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
が
増
え「
女

性
や
未
経
験
者
で
も
働
き
や
す

い
会
社
」と
し
て
、
物
流
業
界
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
も
努
め
て

い
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
大
切
な
お
客
様

の
製
品
と
、
我
が
社
の
財
産
で

あ
る
従
業
員
の「
笑
顔
」の
追
求
に

努
め
て
い
き
ま
す
。
と
話
す
昇

さ
ん
で
し
た
。

ひとこと日立自慢 か
い
ぎ
し
ょ
☆
往
復
書
簡

　色々な方法が考えられますが、当所でも事業承継セミナーを開催して
ますので、参考にしてはいかがでしょうか。お気軽にご相談ください。

　実は社長も私も娘しかいません。女性でも継ぎたいと思ってもらえ
るような会社にできればいいのですが、事業継承を真剣に考えると寝
られなくなります。

商工会議所より

商工会議所さんへ

未来予想図

　平成7年より運送事業に霊柩自動車を加え、
葬祭事業部の『神峰祭典』も運営しています。
物流事業も今まで通り続きます。今後、順次
施行される働き方改革の状況によって、これ
までの運行時間や配送方法などに抜本的な改
革が必要になるため、5年間の猶予の中で業
界の変化を予想しなければなりません。

　御岩神社や泉神社。
泉神社の月2回の参
拝はかかしません。

湯浅運輸株式会社
専務取締役  湯浅　昇さん



⑪　第1646号　（毎月20日発行） 令和元年10月20日

11月は労働保険適用促進
強化期間です。

労働保険とはこんな制度です。
　労働保険は、労働者災害補償保険（通称・労災

保険）と雇用保険を総称したもので、労働者とそ

の家族、ひいては事業主を守るための制度です。

　労働者を一人でも使用する事業主は、労災保

険の加入が義務づけられています。パートタイ

ム労働者の方でも、一定の要件を満たす方は雇

用保険の加入が義務づけられています。

　茨城県最低賃金が、令和元年10月1日から時

間額849円（改正前822円：引上げ額27円）に
改正されます。

　最低賃金制度は、最低賃金法に基づき国が賃金

の最低限度を定め、使用者は、その最低賃金額以

上の賃金を労働者に支払わなければならないと

する制度です。

　仮に、最低賃金額より低い賃金を労働者と使用

者双方の合意の上で定めても、それは法律によっ

て無効とされ、最低賃金額と同様の定めをしたも

のとみなされます。

労働者（アルバイトを含む）を１人でも雇っ
ている事業主は、労働保険（労災保険・雇用保

険）に加入する義務があります。

問合せ先：労働保険徴収室
℡ 029－224－6213

１　と　き　11月23日（祝・土）午後1時～3時30分（正午開場）
２　ところ　日立シビックセンター　音楽ホール
３　内　容　
⑴ 東京大学教授　瀬地山角さん講演会
  「笑って考えよう　自分・仕事・家庭・未来のこと」
⑵ 「男女共同参画に関する小学生の絵画・中学生の作文」表彰と作文朗読
⑶ 企画事業「日立版　おとう飯」メニュー（ＨＡＴＡＫＥＣＡＦＥ総料理長神保佳永さんのトーク）
 　※就学前のお子さんの無料託児（先着10名、11月13日（水）までに申し込みを）
⑷ 同時開催　日立版 おとう飯写真展、すくすくプチ配布、パパ’s絵本プロジェクト（12：00～）など。

　茨城産業保健総合支援センターは「事業場における治療と仕事の両立支援セミナー」を開催いたします。
現在、企業等からの参加者を募集中です。

□ 日　時　11月21日（木）13：30～15：30
□ 会　場　ワークプラザ勝田（ひたちなか市大字東石川1279番地）
□ 内　容　①事例紹介（両立支援の取り組み）
　　　　　　 量子科学技術研究開発機構那珂核融合研究所　橋村佳代子 氏
　　　　　 ②講演「事業場における治療と仕事の両立支援」
　　　　　 　日本製鉄鹿島製鉄所　田中　完 氏
　　　　　 ③その他行政説明など
□ 定　員　150人（参加無料）　同センター宛てへお申し込みください。
□ 詳細／問合せ先　茨城産業保健総合支援センター　☎029－300－1221

入 場 料　無料（事前申込優先　※当日入場も可能）
申し込み　はがき・FAX・Eメールで、「つどい申込」と明記のうえ、住所・氏名・電話番号、希望枚数を

11月14日（木）までに女性青少年課（〒317－0073　幸町1－21－1　TEL 26－0315
IP 050－5528－4939　FAX 26－0317　Eメールjosei@ci ty .h i tachi . lg . jp）へ。

男女共同参画をすすめるつどい2019
“なるほどね！  ちがいを認めて
 あゆみより”
“なるほどね！  ちがいを認めて
 あゆみより”

(c)HONOTA design 

 

 

茨城労働局からのお知らせ

日立市からのお知らせ

茨城産業保健総合支援センターからのお知らせ

茨城県最低賃金改定

問合せ先：茨城労働局賃金室
℡029－224－6216

全員に来場者プレゼント。さらに「男女ペア」で入場したかた（先着50組）に粗品進呈。

東京大学教授　瀬地山 角さん

お子さんと一緒にどうぞ。
泣いても大丈夫です。
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全員に来場者プレゼント。さらに「男女ペア」で入場したかた（先着50組）に粗品進呈。

東京大学教授　瀬地山 角さん

お子さんと一緒にどうぞ。
泣いても大丈夫です。

第1646号　（毎月20日発行） 令和元年10月20日　⑩

「税を考える週間」（11月11日（月）から17日（日））
◆「税を考える週間」について
　国税庁では、国民の皆様に租税の意義や役割、税務
行政に対する知識と理解を深めていただくため、1年
を通じて租税に関する啓発活動を行っていますが、毎
年11月11日から17日を「税を考える週間」として、
集中的に様々な広報広聴施策を実施しています。
１　国税庁ホームページによる広報　
　「税を考える週間」の実施に合わせて、国税庁ホ
ームページ内に「くらしを支える税」をテーマと
した特設ページを設け、国税庁の各種取組につい
てご紹介します。

２　SNSを利用した広報
　｢税を考える週間｣の実施に合わせて、YouTube
の国税庁動画チャンネルや国税庁ホームページのイ
ンターネット番組「Web－TAX－TV」や新着情報
などの各種情報をツイッターにおいて発信します。

３　関係民間団体との連携
　社会人、大学生や専修学校生等を対象とした講
演会や説明会を実施します。また、関係民間団体・
地方公共団体等と連携して、各種イベントを全国
各地で実施します。

◆消費税の軽減税率制度に関する
　国税庁の取組
　国税庁においては、消費税の軽減税率制度に対
応するために、関係民間団体等とも連携・協調を図
りながら、効果的な周知・広報を実施します。

◆ ICTを利用した申告・納税手続、社会保障・税番
　号制度への国税庁の取組
１　e－Tax（ICTを利用した申告・納税手続）
　個人納税者については、令和２年１月以降、ス
マートフォン等専用画面の利用可能対象範囲が
拡大し、e－Tax利用がより便利になります。

２　社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）
　社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）の一
層の普及・定着に向けて、マイナンバーカードの
普及促進やマイナンバーカードを活用した利便
性向上施策などについて、関係省庁や関係民間団
体等と連携・協調を図るとともに、国税庁ホーム
ページ等を通じた周知・広報に積極的に取り組ん
でいます。

税に関する情報は国税庁ホームページへアクセス
www.nta.go.jp

　初対面であっても松野雅章氏（49歳）には、誰とでもすぐに打ち解けあえるような人懐っこさ
があります。優し気な容姿とホテルマンの真摯な姿勢、心打つサービス時に垣間見える謎。その
所以となりえる半生を松野氏は快く話してくれました。
　北海道出身で大学入学を機に日立市に移り住んだこと。長いアルバイトの時期を経てホテル天
地閣に就職したこと。卒業後は普通の大人になることに疑問を感じ、あえてフリーターの道を選
んだこと。ホテルの繁忙期に一途に働き、お金がある程度貯まると暇をみつけ、バッグパックを
背負って諸外国を旅したこと。
　その行き先はアジア圏の10数か所で、特に中国へは複数回足を踏み入れ、半年近く滞在した
こともありました。国内に56の民族が存在するという中国で、様々な民族と触れ合った経験か
ら「外国人への偏見は全くなくなりました。言葉の通じない相手でも身振り手振りで本気で接す
れば、不思議と気持ちが通じ意思疎通が成立します。究極、言葉はいらないのです」と真剣に語
る松野氏。

　格安一人旅好きのバッグパッカー経験者は、何度
も旅を繰り返すらしく「まるで病気と言えるほどで、
今も治っていません」と、今も2泊3日程度の旅をし
ているそうです。
　現在、自身の経験をホテル業に役立てながら、来
たるオリンピックイヤーでのサービスや対応力を
着々と準備しています。議員としての今後は「市内
商工業の発展に寄与できるよう、私なりに皆さんと
議論しアイデアを出し行動していきたいです」と、
笑顔で話してくれました。

役員・議員紹介コーナー

『素顔』
現在当所には商工会議所の運営について意思決定を行う１１０名の“議員”の方々がいます。
議員の皆さんには地域における商工業の振興と地域社会の進展にご尽力いただく重要な役割
を果たして頂いています。このコーナーではその“議員”の皆さんにスポットをあて、その
素顔にせまっていきます。

ホテル天地閣 取締役営業本部長　松野　雅章 氏（観光環衛業部会）

第93回
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 　※就学前のお子さんの無料託児（先着10名、11月13日（水）までに申し込みを）
⑷ 同時開催　日立版 おとう飯写真展、すくすくプチ配布、パパ’s絵本プロジェクト（12：00～）など。

　茨城産業保健総合支援センターは「事業場における治療と仕事の両立支援セミナー」を開催いたします。
現在、企業等からの参加者を募集中です。

□ 日　時　11月21日（木）13：30～15：30
□ 会　場　ワークプラザ勝田（ひたちなか市大字東石川1279番地）
□ 内　容　①事例紹介（両立支援の取り組み）
　　　　　　 量子科学技術研究開発機構那珂核融合研究所　橋村佳代子 氏
　　　　　 ②講演「事業場における治療と仕事の両立支援」
　　　　　 　日本製鉄鹿島製鉄所　田中　完 氏
　　　　　 ③その他行政説明など
□ 定　員　150人（参加無料）　同センター宛てへお申し込みください。
□ 詳細／問合せ先　茨城産業保健総合支援センター　☎029－300－1221

入 場 料　無料（事前申込優先　※当日入場も可能）
申し込み　はがき・FAX・Eメールで、「つどい申込」と明記のうえ、住所・氏名・電話番号、希望枚数を

11月14日（木）までに女性青少年課（〒317－0073　幸町1－21－1　TEL 26－0315
IP 050－5528－4939　FAX 26－0317　Eメールjosei@ci ty .h i tachi . lg . jp）へ。

男女共同参画をすすめるつどい2019
“なるほどね！  ちがいを認めて
 あゆみより”
“なるほどね！  ちがいを認めて
 あゆみより”

(c)HONOTA design 

 

 

茨城労働局からのお知らせ

日立市からのお知らせ

茨城産業保健総合支援センターからのお知らせ

茨城県最低賃金改定

問合せ先：茨城労働局賃金室
℡029－224－6216

全員に来場者プレゼント。さらに「男女ペア」で入場したかた（先着50組）に粗品進呈。

東京大学教授　瀬地山 角さん

お子さんと一緒にどうぞ。
泣いても大丈夫です。
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「上向」

　経
営
者
の
方
は
、
社
内
外
か

ら
毎
日
多
く
の
メ
ー
ル
や
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
受
け
取
ら
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

　先
日
取
引
先
か
ら
私
宛
て
に

届
い
た
メ
ー
ル
の
件
名
に
「
返
信

不
要
」
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

メ
ー
ル
を
開
い
て
中
身
を
読
ん

で
み
る
と
、
用
件
は
打
ち
合
わ

せ
場
所
の
変
更
に
関
し
て
で
、

先
方
と
し
て
は
、
私
に
わ
ざ
わ

ざ
時
間
を
割
い
て
返
信
し
て
も

ら
う
の
は
気
の
毒
だ
と
思
わ
れ

た
の
で
し
ょ
う
。
つ
ま
り
、
私

に
対
す
る
気
遣
い
か
ら
「
返
信
不

要
」
と
書
い
て
く
だ
さ
っ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
が
、「
返
信
不
要
」

と
告
げ
ら
れ
た
私
は
、
何
か
失

敗
や
粗
相
を
し
て
し
ま
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
不
安
を
感
じ
て

し
ま
い
、
ま
た
、
つ
な
が
り
を

切
ら
れ
た
よ
う
な
寂
し
さ
も
感

じ
ま
し
た
。

　働
き
方
改
革
が
進
み
、
慢
性

的
な
人
手
不
足
も
抱
え
て
、
企

業
人
の
多
く
は
日
々
、
時
間
に

追
わ
れ
て
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
で
あ
れ
ば
、

な
お
の
こ
と
で
す
。
相
手
も
時

間
が
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
る

か
ら
こ
そ
、
メ
ー
ル
に
「
返
信
不

要
」
と
書
い
て
し
ま
う
気
持
ち
は
、

よ
く
分
か
り
ま
す
。
そ
の
半
面
、

今
回
の
私
と
同
じ
よ
う
に
、「
返

信
不
要
」
宣
告
を
受
け
て
複
雑
な

気
持
ち
に
な
る
人
も
少
な
く
な

い
で
し
ょ
う
。
せ
っ
か
く
の
気

遣
い
が
、
裏
目
に
出
て
し
ま
う

可
能
性
も
あ
る
わ
け
で
す
。

　そ
れ
で
は
、
ど
う
し
た
ら
「
返

信
不
要
」
の
真
意
が
伝
わ
る
で
し

ょ
う
か
。
言
葉
自
体
を
見
て
み

る
と
、「
不
要
」に
は「
要
ら
な
い
」

「
ム
ダ
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
た

め
、
相
手
を
突
き
放
し
た
よ
う

な
冷
た
い
印
象
を
持
た
れ
か
ね

ま
せ
ん
。
相
手
に
、
漠
然
と
し

た
拒
否
感
を
与
え
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
件
名
に
、
ぶ
っ

き
ら
ぼ
う
に
「
返
信
不
要
」
と
記

す
の
で
は
な
く
、
メ
ー
ル
の
本

文
中
に
書
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

気
遣
い
を
し
よ
う
と
思
う
相
手

な
ら
ば
、
本
文
は
丁
寧
な
言
葉

遣
い
で
書
く
と
思
い
ま
す
。
そ

の
流
れ
で
、
文
末
に「
返
信
不
要
」

の
旨
を
書
い
て
み
る
と
、
自
然

と
「
ご
返
信
に
は
及
び
ま
せ
ん
」

の
よ
う
な
、
丁
寧
な
書
き
方
に

な
る
は
ず
で
す
。「
ご
多
忙
か
と

存
じ
ま
す
。
こ
ち
ら
の
お
返
事

に
は
、
ど
う
ぞ
お
気
を
遣
わ
れ

ま
せ
ん
よ
う
に
」
と
し
て
も
丁
寧

で
す
。
同
じ
「
返
信
不
要
」
の
意

味
合
い
で
も
、
丁
寧
に
書
け
ば
、

あ
な
た
の
気
遣
い
の
真
意
が
必

ず
伝
わ
り
ま
す
。

　こ
こ
で
一
つ
考
慮
し
て
い
た

だ
き
た
い
の
は
、
あ
な
た
に
と

っ
て
「
返
信
不
要
」
で
も
、
相
手

に
と
っ
て
は
そ
う
で
は
な
い
場

合
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

メ
ー
ル
の
本
文
を
読
ん
で
、
疑

問
点
や
不
明
点
が
生
じ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
な
の
に
、

一
方
的
に
「
返
信
不
要
」
と
押
し

付
け
て
し
ま
っ
て
は
、
相
手
が

困
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
得

る
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
、
本
文

中
に
「
返
信
不
要
」
の
旨
を
丁
寧

に
書
い
た
ら
、
結
び
に
「
何
か
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
、
ご
遠
慮
な
く

ご
連
絡
く
だ
さ
い
ま
せ
」
と
付
け

加
え
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　以
上
が
、「
返
信
不
要
」
の
真

意
を
メ
ー
ル
で
伝
え
る
方
法
に

な
り
ま
す
が
、
経
営
者
で
あ
る

あ
な
た
は
、
先
方
か
ら
「
返
信
不

要
」
の
メ
ー
ル
が
送
ら
れ
て
き
た

ら
、
そ
の
メ
ー
ル
に
は
、「
お
気

遣
い
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
一
言
添
え
て
返
信
す
る
と
よ

い
で
し
ょ
う
。

　人
財
育
成
ト
レ
ー
ナ
ー

　
　
　
　
　
　

  

美
月

　あ
き
こ

上を向いて歩いてますか。

空をながめてますか。

宇宙を感じてますか。

　　　　　　　  書道家　武田　双雲

『
返
信
不
要
』の
正
し
い
使
い
方

本　社／茨城県日立市城南町1-11-31　TEL 0294-22-5311㈹

代表取締役社長 鈴　木　達　二

未来をつくる TO THE NEXT STAGE
総合建設業


